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木質廃材堆目白乙関する研究 (第 2 報)

!五葉樹オガグズー豚糞堆肥
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Hiroshi KAWADA : Studies on Woody Waste COlllposts Part 2 

Hardwood sawdust-hog excr剖:ion compost 

要 旨 :ζの研究は広主樹オガクズ 豚糞 (1 ・ 1) 段目巴の J);i料および製造過駐の各段階における製

品の化学的性質および組成， N および腐植の形態などについて検討するとともに， 前手誌のへムロッ

クパP ク一刻糞JjjJ巴との比絞によって，ホ;質主語材および冨Ij原料の主主'畜糞尿の相i些が製品〔堆111::)にお

よ lま F影響を検討したものである。得られた結果の主なものは次ω とおりである。

1) 土佐肥化終了時の成分濃度は， N :3.5%, P205 6.9%, K20 4.6%, CaO 3.1%, MgO 2 回 3%

であった。

2) 第 1 半世の Jfd糞 (1 : 1) 添加のへムロックパーク i日巴とよ七べると， N, P205 , K20, MgO 浪l支

および水溶性および乙 5% ì'f下政可fì容 P205 の全 P205 ，C対する比率が高く多 Caoæt度が低い点、に著

しいね途が見られた。

3) N の形態については， NOs-化成作用よりもむしろ NHr化成のほうが強く， 有機1~N の組

/JX;では上旬巴化過校において加水分解セlN の全 N ，ζ対する比五宇cがほとんど変化しないこと，アミノ「変

態 N の比率の減少が緩やかであることなどに，鶏糞添加持t肥の場合と著しい相違がQ られた。

4) 腐椋の形態については， 抽出馬櫛および腐植般の比率が著しく大きく，府統[授は Rp 訟に属

し， L110g K1 が大きく ， Rf は小さくて， きわめて未熟な段階iとある ζ とが認められた。 ζれらの

初送はョ副原料の鶏糞と豚糞の相違の影響と考えるよりも，むしろ主原料の木質廃材の相違lこ負う点

が大きいと思われた。

1.はじめに

65~76 

最近わが国では畜産物の需要の増大と畜産業の振興が顕著であるが，それに伴って畜産農家の専業化と

経芭規模の拡大が著しい。同時に多量に生ずる家畜糞尿ーとくに牛および豚ーの処限技術が十分でないた

めに，新たな公害源として大きな社会問題となりつつある。乙れらの問題に対処するために含家商事ま尿の

農地へのI霞接還元ないしi間巴化が重要な課題として各方面で試みられ始めている。

このような背景のもとに，畜産関係で最近試みられている糞尿の堆肥化は2 糞尿ー牛および豚ーを主原

料として，これらの堆肥化の障害となる過剰の水分の羽強剤としてオガ屑などの木宜廃討を副原料として

添加する;方式を採用している。したがって，これらの堆肥は今まで林業関係、で行われてきた水質廃材堆肥

とは質的 lこはかなり呉なると想像される。これをjよ義の木賞廃材 iitM巴 lと含めるかョあるいは別個に区分す

べきかは今後の問題であろう。

今回筆者は農林水産技術会議の特別研究村長体水虚業における環境保全的技術花関する研究"の一環

とし』て行われた代家畜排批物の処理技術の研究"において試作された広w樹オガクズー j啄主主 (1 : 1) 堆肥

を入手する機会を得たので， ζ れらの:ljHJ巴の製造行程における化学的性質および組成， N および腐植の

形態の変化などについて検討するとともに，堆肥の原料としての豚棄の特性を切らかにすることを企画一し
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fこ。

との研究を行うに当たり 9 貴重な土佐肥試料を供与された土じよう部土じよう肥料研究室長藤田桂治技官

ならびに同研究室の各位に心からの謝意を表する。

2. 1"共試試料

供試した試料は，林試土じよう部土じよう肥料研究室の指導のもとに， 1975 年 8~1l月 l乙神奈川県

厚木市の養豚農家に委託して製造されたものである。

原料のオガクズは，付近の製材工場から集荷した新鮮な広葉樹オガクズ〈クヌギおよびコナラの混合

物〕である。豚糞は上述の養豚農家で飼育中の種豚lζ敷ワラとして用いた上述の広葉樹オガクズと豚糞尿

の混合物である。したがって，豚糞は苦言舎内で数日を経過していたので，夏期の高温の影響ーによって多少

醗酵していた。

製造方法は，上述の広葉樹オガクズと豚糞を 1 : 1 (容積)の割合で混合し，水を加えて水分を約 60労

(手で固く握ると水が法み出す程度) ì亡調整して，堆積した。堆積規模は約 1 ton (約 2m3) で，畜舎の

一隅を利用して行った。

中聞の切り返しは以下に示すように 2 回行った。堆積物の発熱経過は良好で，堆積直後および各切り返

し直後には多いずれも急速に温度が上昇し事中心部では約 700C の高温を維持した。堆積期間は約 70 日で

試料名

Name of 
sampl巴

色

Color 

Table 1.広葉樹オガクズおよび広葉樹オガクズ

Chemical property and composition of hardwood sawdust 

水溶性C

京Tater I CEC 
solubl思|

品川(mef川)

土 lyqぷ2JMf:jjJ- プ>. 8 r--O~;-I~-~I;T -;:~ι三5 I 

土 l症にil!?:1lfJ LTJ1LE-二日
一ーナペLR!?J i ff!lffゴ~_2_.6~ L~_I三戸J_6ブl
-一三-3上 I 7. 10 I 37.2 I 3.0~I一三上GI1
HS-士1JE--J二10 36.6 I 352 1山
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あった。

供試試料の名称および堆肥化過程における係取時期は次のとおりである o

HS*-l :原料の広葉樹(クヌギ@コナラ)オガクズ(新鮮〉。

HS-H-C工件u… aオガクズおよび豚糞 1 : 1 の混合物。 8 月 27 日 j了住積昨年。

HS-H-C2 ...…第 11耳切り恋し時。 9 月 11 日。

HS-H-Cs ' …姐・第 2 凶切り返しi向。 10 月 15 目。

HS-H-Cr ....完了時。 11 月 4 日。

これらの採取試;ÞHま，いずれも風乾後粉砕し， lmm で飾5JIJ して分析に供した。

3. 分析方法

分析方i注はすべて第 1 報2) と同様である。

4. {f:，学的性質および組成(結果および論議-1)

供試試料の分析結果は Table 1 ;乙 /Jミすとおりである。

- 67-

主原料の HS-l (広葉樹オガクズ)は pH 6.0 で微酸性を是し， C 濃度は 47% ， N 濃度は 0.22% でき

わめて低く ， CjN ltは約 210 ~(迷し，きわめて大きかった。また， P20S, K20 , CaO, MgO および Na20

豚李基 i栓胞の化学的性質および組成

and hardwood sawdust• hog excret卲n composts 
(乾物当り: On dry basis) 

Hardwood sawdust 

~~IO.0051 _~I_~訂凶J3240~I 三 0.23
Hardwood sawdust-hog excretion compost 

0.71 2.24 2.15 6.01 I 10, 600 13.4 

Remarks) *1 Total-N includes NOs-N. 

*2 Per cent of total C. 

*3 Per cent of total P20S・

*4 2.5% acetic acid soluble P20S includes water soluble P2ÜS・

*HS. ・ Hardwood sawdust の略。 料HS-H-C......Hardwood sawdust-hog excretion compost の略。
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などの無機成分濃度は低かった。 P205 は約 1/3 が 2.5% 酢自主可溶であったが， その大部分は同時lと水溶

性であった。 したがって，残りの約 2/3 は有機態 P20ð と推定された。 CEC は 14.5 me/lOO g でかなり

低かったが，今までに報告されている各種オガクズの約1O~15me!100 g と同程度のレベ}V といえる。

EC は 0.23 m mhojcm でかなり低く，水溶性の塩類濃度の低さそ示唆していた。

堆杷化過程における変化は次のとおりであった。

色調は土佐積直後から製品 l乙至るまで (HS-H-Cl~C4) 変化が見られず，いずれも 10YR4/3 (にぷい黄

褐色〉の色調を示し，暗色(黒褐色〉の色調は見られなかった。

C 濃度は 37~39% を示し p 堆肥化過程の進行に伴って僅かに減少が見られたに過ぎなかった。 N 濃度

は 2.65~3.52% ， C!N 比は 10.4~14.8 を示い試料採取時期によって相違が見られたがp 全般的lζN

濃度はきわめて高く， C!N J:七はきわめて低いといえる。 l注目巴化過程の進行に伴う N 濃度およびC/N よむ

の変化が不規則で宮堆肥化過程の進行に伴う N 濃度の噌大 C!N 比の減少のような一定の傾向は見られ

なかった。乙の点は，今回は原料の混合および切り返しは手作業で行われたために，混合の不均一位が原

因ではないかとも推定される。

前幸世2)で述べた鶏糞を多用 (1 : 1) したへムロックパーク堆肥 (HB-C-Cõ~C6) の場合には，製品の N

濃度が予想外に低く (L57~1. 66%) ， 堆積中 l乙かなりの N の損失 (NH3 としての持散〕が推定された

のと jおべると，今回!の豚糞多用j間巴の場合は著しい相違を示しているといえる。 ζ れらの事実は，後述の

N の形態においても明りように示されているように，木質廃材の堆肥化に際して，栄養卵、および分解に関

与する微生物の主要な供給源としてョ豚糞および鶏糞はかなり呉質な性質を有することを示すものといえ

ょう。

7}く溶性 C 濃度は 2.3~2.8% ， 全 C に対する比率は 6.0~7.4% ~と達し， 堆肥化過程の進化 l亡伴って切

りような変化は見られなかった。また，これ色の価は前報おのへムロックパ{ター鶏糞J出巴がいずれの場

合もきわめて低かったととと比べると，著しい相違を示していたが， ζ の点はjぽ糞添加堆肥の特徴と考え

られる。

CEC は堆積時 (HS-H-C1) ~と 64me!100 g を示し? 原料オガクズより著しい増加を示ーしたが，乙の点

は豚糞自体の CEC が著しく大きいことを示唆するものといえる。堆積後は第 2 回目の切り返し特 (HS­

H-Cg) から製品 (HS-H-C4) の )1買に所増し，製品では 86 me!100 g ~こ達した。 このように9 堆肥化行程

における CEC の増加は，前報2) のへムロックパークー鶏糞堆肥の場合と同様に小さし今回の場合も

CEC の変化を堆肥化過程の進行程度を示す指標として用いる ζ とは，多少の凶蹴を伴うものと思われた。

堆肥イヒ完了時 (HS-H-C4) における P20õ (6.94%) , K20 (4.61%) , CaO (3.06%) , MgO (2.33%) 

および Na20 (0.84%) の各無機成分はいずれもかなりの高濃度を示したが3 これらはいずれも主として

豚糞に由来するものである。今回は豚糞だけの分析を行っていないので厳宿な比較ではないが， 堆積時

(HS-H-C1) のf認を前報2) の鶏糞の価と比較すると， 豚糞l土 P20ð ， K20 および MgO 濃度が高くヲ CaO

濃度が低い乙とが推定される。さらに， P20� については水溶性および 2.5% 酢駿可溶 P205 の全 P20õ 1ζ 

士、jする比率が著しく i留し大部分が無機態 P205一主としてリン酸カルシウムないしリン酸マグネシウムー

によって占められていた。また C呂O~と対する MgO の比率が著しく高いことも注目された。これらの

諸点は歩)ぽ糞と鶏糞の化学的組成が若しい相違を示すとともに，同時に*質廃材の堆肥化の冨1.1原料として

用いる家畜糞尿の相違は製品堆肥の化学的組成一各成分濃度およびその相互の比ヰiーに及ぼす影響が大き
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いので，その後の悶場における施用も含めて十分な考慮を払う必要があろう。

Cl 濃度は約 10， 000 ppm ，ζ主主し，著しい高濃度を示したが，この点も豚糞 l乙由来するものである。

EC はいずれも 10m mho/cm をとえ， 者しく高かったが， との点は 1:述の Cl，水溶性 P20与をはじ

め，その他の水溶性無機成分濃度の高いことを示すものといえよう。

pH (ま 8 園 70~7島 35 を示し，ほほ中性であった。

5切 N の形態(結果および論議

供試試料の N の形態は Table 2 (と示すとおりである。

j問機態 N 濃度は，原料パークはきわめて小さく， NHrN および N03-N はそれぞれ約 4 および 2ppm ，

会 N に対する比率は 0.2 および 0.1% ，と過ぎなかった。

i制巴化過程の各段階においてはp 士官t積当初 (HS H-C1) すでにかなりの NHd'T および N03-N がQ ら

れたが，堆積期間中は NHrN は約 1 ， 400~2， 100 ppm , NOa-N は約 190'~1 ， 200 ppm を示し，全 N(乙

対する比率はそれぞれ 4.6~7 ， 05ぢおよび 0 ， 7~3.6労 lと達した。とくに F いずれの場合も N03-N よりも

Table 2 広葉樹オガクズおよび広葉樹オガクズー綜糞堆胞の N の形態

Nitrogen form of hardwood sawdust .and hardwood 

sawdust-hog 巴xcretion composts (乾物当: On dry basis) 

空機常竺cl)~Jlヰ :0竺竺lÌc一千三ompos竺on*2 1民機態 N
試料名|有機態Ni 加水分解性 N' 町drolyzable N 非加水分I 1附g乱昨 N (ppm) 

1 l i解性NI 一 一一一一-
Name of 10n,anicIAm- 1" 1, IUn悶 INon-

| 呂 1i  • 池かい 0- l~~_j_~M+;_ I i .l~~~~-rr._ I 
問削e I 附 ;mo守叶山叫伊r1 acid|idmti司 I To凶 I ~?:~!2田 I NHrN I N03-N I To凶

問;吋G1N(N|J8diliyT「 415|

広葉樹オガクズ: Hardwood sawdust 

ーと 0.22三十一日ー (0.剖 ji--;i示6
広葉樹オガクズ- IT#糞堆肥: Hardwood sawdust-hog excretion compost 

HS-H-C1 

71:) 吋 ケノレダーノレ法による N。

*2 N 各 fraction はケノレダーノレ NIζ対するパーセントで示した。

*3 !ﾎ' N Iζ対するパーセント。
ホ4 ÞR素主要 N (未定;:)の分鮮による NH.-N を含む司能性あり。

Remarks : *1 Organic N is determined by K)ELDAHL method. 

3.040 
(8.6) 

*2 Organic N composition is expressed by the N amount of every fraction as per cent of 
organic N. 

*3 Figures in parentheses are the N amount as per cent of total N (See Table 1). 
*4 It may inc1ude the NHrN from urea by MgO distillation. Urea-N is undetermined 
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NHrN の方が高いことが注目された。前報2) のへムロックパークー鶏糞i間巴の場合には， いずれの場合

も NHrN がきわめて少なし大部分が NOs-N であった点と比べると，今回の豚糞添加土佐胞の場合l乙

1-J，強力な NOs 化成作用とともに ， NH4 化成作用が製品の段階まで持続していた点に，切りような栴違

を示していたといえる。

有機態 N 各 fraction のケルダーJレ N に対する比率ば次のとおりであった。加水分解性 N はいずれの

堆肥化の段階においてもほとんど相違が見られず，約 80% 前後を示した。アミノ酸態 N は堆積当初

(HS-H-C1) は約 37% であったが9 堆肥化過程の進行lこ伴ってj順次減少し，製品 (HS-H-C4) では約 24

忽に減少した。アミノ酸態 N の減少の度合は堆積直後から第 1 回切り返し (HS-H-C2) までが大きく，

その後は次第に緩やかであった。アンモニアーアミド態 N は土佐積直後から順次急速に増大し，第 2 四切

り返し時 (HS-H-Cs) には堆積当初の約 2 倍 (39%) I乙達し，その後低下したが， 製品では約 30% の高

いレベjレを示した。アミノ糖態 N はいずれの段階でもきわめて少なし 1. 5~2. 7% fζ過ぎなかった。未

同定 N は 17~24% を示したが3 土佐HB化過程における変化は一定の傾向が見られなかった。

以上の結果を前報引のへムロックパークー鶏糞堆肥と比較すると， r段目白化の各段階においていずれも加

水分解性 N が高いレベルを維持していたとと曹アミノ酸態 N の減少が緩やかであったこと，アンモニア

ーアミド態 N が高いレベルを維持していた ζ と，などの諸点lと著しい相違を示していたといえる。

前述 (4) のように3 今 lii]の豚糞を高IJ原料とする木質廃材堆肥が高レベルの N 濃度と低い CjN 比を示

したととも含めて，広葉樹オガクズ 豚糞堆肥とへムロックパークー鶏糞JttnEのヒ述の無機態および有機

態 N の組成の相違は， N 源および堆肥化に関与する微生物の主要な供給源として，豚糞および鶏糞がか

なり異質な性質を有するととを示すものといえるネ〉。

6. 寓植の形態(結果および論議-3)

供試試料の!商植の組成および腐植酸の光学的性質は Table 3 および Fig. 1 に， ]寓植酸の吸収スベク

ト Jレは Fig.2 I乙腐植酸の分類は Fig. 3 tζ示すとおりである。

6-1 J主葉樹オガクズ

広葉樹オガグズは抽出腐植， J儲植酸およびフノレボ酸はきわめて少なし ChjCj 比もいちじるしく小さ

かった。これらの伍は前報2) のへムロックパークと比べるといずれもきわめて低く，いちじるしい相違を

示しているといえる。

腐植自主の吸収スベクトルは特別な汲収;誌を示さず，長波長側から短波長側に向かつてほほ直線的に上昇

した。 d log Kl (log K400 -log Ksoo) は L1 log K2 (log KS50 -log KS50) より大きく，短波長似IJの方が傾

斜が大きかった。 d log K1 および d log K2 が著しく大きし Rf が著しく小さい点は， J制捜酸は著しく

未熟な段階にあることを示しているといえる。 Fig. 3 iζ示すようにp 腐植般は Rf 型 lと属する。

6-2 広葉樹オガクズ 豚糞堆肥

広葉樹オガクズ 豚糞取肥の製造過程の各段階における j潟績の形態の変化は次のとおりであった。

腐11宣の組成の砲では， 広葉樹オガクズと豚糞を堆積した段階 (HS-H-C1) で，腐植酸，フノレボ酸およ

*) 前報2) のへムロックパークー鶏糞堆肥の混合には， 一般に尿素および鶏糞の添加が行われている。 ζの場合l亡

は N の量的なI釘では鶏糞-N より尿素-N のブ}が多いが， 英高玉喜多用(1 : 1. Jjj{素無添加)の場合も N の形態は一

般のl車業および鶏糞添加の場合と同様の傾向を示しているJえから見て9 上述の推論の妥当性は裏付けられるといえ
る。
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び拍出 j潟槌は著しく増大したが，とくに腐植閣をの増大が著しかった。また，それに伴って Ch!CJ 比は顕

著な増大を示した。

その後製品 l乙至るまでの各段階 (HS-H-Cl~C4) では， 腐植酸は順次緩やかに増大したが， フノレボ酸

は明りような相違が凡られなかった。それに伴って Ch!CJ 比も漸増した。 しかし，全般的な傾向として

Jtt肥化過程における腐摘の組成の変化は，とくに顕著とはいい難かった。

また，製品 (HS-H-C4) の腐植の組成を前報2)のへムロックパーク 鶏糞堆肥と比べると ， C"ICj 比は

とくに明りような組連は見られなかったがラ腐植自主，フノレボ酸および抽出腐植が著しく大きいことが注目

された。

!肉植駿の吸収スペクト jレは ， 1削巴化過程における各段階はいずれも前述の広葉樹オガクズと類似した形

態を示し， 同禄lこ特別の吸収帯は見られなかった o Lf log K1 はいずれも原料オガクズより多少大きし

Table 3. 広葉樹オガクズおよび広葉樹オガクズー豚糞J北肥の腐植の形態

Humus form of hardwood sawdust and hardwood sawdust-hog 

excretion composts (乾物当: On dry basis) 

Name of 
sample 

;品:料名
腐植酸の光学的性質

Optical prop巴rties of humic acid 

Rf 

広葉樹オガクズ: Hardwood sawdust 

%1 
HS-l. .. . 2.5 I 竺ト 8.3 土723 0.0三

広葉樹オガクズ 豚糞土佐肥: Hardwood sawdust-hog excretion composts 

H S-H-Cl 

H S-H-C2 

HS-H…C3 

注〕 腐槌の組!lX:は各fraction-C の全 CI乙刻するパーセントで示した。

(h-l) : Fraction-l (i整理~P;'i腐植〕の腐植酸。

f-la 酸寸詩予防 til息。
f-l : Fraction-l のフノレボ殴

L110g K1 =log K400-1og K600 

L110g K2 = log K650ーlog K850 

Rf :腐値酸渋液 C 100 mgjl の淡皮における K600 で示した。
Remarks : Humus composition is expressed by the carbon amount of every fract卲n as per cent of total 

soil organic carbon. 

h-l : Humic acid in Fraction-1 (free humus) 

f-la : Acid soluble humus. 

f-l 圃 Fulvic acid in Fraction-l, 
L1log K1 =Iog K.判。 log K600 ・
A log K2 ロ log K650-1og K850・

Rf is K600 of Na-humate solutio且 containing carbon 100 mg per liter. 
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Fig. 2 広葉樹オガクズおよび広葉樹オ
ガクズー豚糞堆肥の腐植自主の吸収スペ
クトノレ

Absorption spectra of humic 
acids of hardwood sawdust and 
hardwood sawdust-hog 邑xcretion
composts. 

注〕濃皮は適宜
Remarks : Concentration of humic 

acid is arbitrarily chosen 
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Fulv� ac� (マ。)

Fig. 1 広葉樹オガクズおよび広葉樹オガ、クズー
!豚糞堆肥の腐植の組成(付 ヘムロックパーク
およびヘムロックパークー鶏糞堆肥との比較〉
Humus composition of hardwood sawdust 
and hardwood sawdust-hog excretion 
composts. (Appendix. Comparison with 
that of hemlock barks and hemlock barkｭ
chicken dropping composts2)). 
注)ム へムロックパーク， i邑・ヘムロックパーク

鶏糞i世肥
Remark: ム・ Hemlock bark, Â, ...Hemlock barkｭ

chicken droppings compost. 

12 10 日6 

Fig. 3 広葉樹パ{クおよび広葉樹パーク m豚糞

堆肥のj宵植酸の分類図(付森林土壌の Ao 層，
ヘムロックパークおよびヘムロックパークー鶏
糞i佳肥の腐植酸1)2) との比較〉

Classificatﾎon diagram of humic acids of 
hardwood sawdust and h旦rdwood sawｭ
dust-hog 巴xcretion composts (Appendix. 
Comparison with the humic acids of Ao 
l旦yers of for邑st soils, hemlock barks and 
h巴mlock bark-chicken dropping comｭ
posts). 
E主)直線は Ao 層の腐械酸の回帰式

ム…へムロックノマーク，ふーへムロックパークー

鶏糞士!HE
Remarks : The line is the regression curve of 

humic acids of Ao layer of forest soils 
6"'Hemlock bark, Â， ...He悶lock

bark-chicken droppings compost. 
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i仏!出化過程においても切りような変化が見られなかったが ， LI log K2 は Jl~jðく僚かずつ増加した。 Rf は原

料オガクズピ比べると J1[;政当初にかなり増大し，円u但化過程では順次沌rr増した。しかし，これらの Rf は

全般的 l亡森林土竣 (A。層を合む〉の腐植般と比べると， きわめて低いレベルにとどまっていたといえ

る。 Jよ繁弘}オガクズー l主主:l\í; Jij肥の悶納放はいずれも Rf 羽iζ闘していた。

乙れらの結果を総合すると，広葉樹オガクズー 11本奨i百肥の!商純化過程はいずれも未熟な段階にとどまっ

ていたといえる。また，前半日2)のへムロックパーク 鴻糞枇肥と比べると ， L1 log K2 は I山りような相違は

児られなかったが， L110g Kl はかなり大きく， Rf は奔しく低いといえるのこれらの諸点は，主原料のヘ

ムロックパークおよび!ム集結|オガクズ自体の Ll log Kュおよび Rf が著しい相迷を示している点から見て

も， );(IJ原料の晃資と豚糞の影符と:考えるよりも， むしろ土原料の相違i己負うところが大きいと考えられ

?こ O
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Studies on Woody Waste Composts Part 2 

Hard宵ood sa宵dust..ho富 excretion compost 

Hiroshi KA  W ADA (l) 

1. Introduction 

At pres巴nt， with th巴 flourishing of the Iivestock industry in this country, th己 disposal of 

Iivestock excretion, especially that of cattle and hogs, is coming to b巴 a serious social nuisance. 

As a r巴sult ， the livestock breeders are going to make attempts to fe巴dback the excr巴tion

dir巴ctly or indirectly through the compost to farms to settle those troubles. 

In this case, the main raw mater匂1 of compost is the excretion of livestock, and the 
sawdust is used as an auxiliary material for the regulation of excessive moisture of excretion. 

In the author's opinion, it m日y belong to the woody waste compost in a broad sense, but th巴y
S巴emed to b巳 remarkably different from the usual woody waste composts produced by lumber 

industrial plants. 

The author had a chance to examine a trial product of hardwood sawdust compost and 

found that hogεxcretion was heavily applied in the ratio of 1 : 1 recently. Now he wishes 

to state its ch己mical 戸operty and composition, nitrogen and humus forms. 

Received April 5, 1979 
(1) Forest Soil Division 
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2. Selected 愚amples

The se!ected samples were produced by a hog breeder under the guidance of some members 

of the author's colleages from August to Novemb日r， 1975. 

The raw mat巴rials were fr巴sh hardwood sawdust and hog excretion. To be exact, the 
latter was a mixture of hog excr巴tion and hardwood sawdust as bedding for hogs. 

Both raw mate工:ials in the same amount, about 1 m3 (500 kg) respectively , were well mixed 

by hand and their moistur巴 content was adjusted to about 60%. Then they pi1ed up in a 

corner of the hog shed. They were turned two times in their composting process. Th己

temperature of pile rapidly rose after piling and every turning, and it kept about 70oC. 

Th芭 names of the selected samples and their sampling dates were as follows : 

HS-l; The fresh hardwood (Quercus acutissima and Q. se門'ata) sawdust. 

HS-H-C1; Th巴 mixtur巴 of fresh hardwood sawdust and hog excretion in the ratio of 1 : 1 

at the beginning of composting process, August 27. 

HS-H-Cz; At the first turnlng, September 11. 
日S-H-C3 ; At the second turning, October 15. 
HS-H-C4; At the 五nal stage of comp口sting proc巴58 ， Novemb己r 4. 

The total composting period was about 70 days. 

The se!ected samples were air-dried, ground and 1 mm酌sieved for analysis. 

3. Analytical method 

Th巴 analytical methods were the same as those of Part 12). 

4. Chemical property and composition 

(Result and di自cussion 1) 

The analytical r巴sults were expressed in Table L 

4-1 The h晶rd宵ood sawdust (HS-l) 

Its reaction was slightly acidic, i.巴・ pH 6.0. Its extr己m巴ly high C-N ratio, i. e. 213 , and 

remarkably low P 20 5, K 20 , CaO and MgO concentrations w巴r巴 noticeable骨 One銅third of its P205 

was inorganic form and th芭 rest organic form. Its CEC was only 14.5 mejlOO g and it agreed 

with the usual level of CEC of sawdust, i. e. 1O~15mejl00g， by som巴 researchers， and it is 

much lower than that of hemlock b昌rk stated in Part 121, i. e. 41 me!lOO g. Its low EC value 

told of its very low water soluble min訂正tl concentrations. 

4-2 The transforrn晶tion d盟ring the 開mposting proce畠畠

The color of the s巴lected samples wぉ 10 YR 3/4 in Munsell Color Chart (dull yellow-brown) 

at 巴very 8tage of composting process, and no blackish hu巴 was recognlzed. 

Total organic C concentration of every composting stage was 37~~39タム Total N conｭ

centration fluctuated in the range of 2応 ~3.52%. Its rather wide fluctuation and no certain 

trend according to th巴 progress of composting proc巴ss may be p08sibly due to th巴 uneveness

of materials mixed by hand. Their C-N ratios w白色 in the range of 10.4.~~14.8 and they w巴re

remarkably low as thεlevel of C-N ratio of compost. Consid己ring th己 fact that the h巴mlock

bark composts heavily applied with chicken droppings in the ratio of 1 : 1 lost abundant N 

in their composting process as d日scrib巴d in Part 12), the N concentration and C.N ratio of 

hardwood sawdust-hog excretion compost (HS-H-C心 suggest吋 the distinguished differ巴山巴
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betweεn chicken droppings and hog excretion on the N transformation in the composting 

process. 

The rang巴 of water soluble C concentrations was 2.3~2.8% 山d th巴y correspond to 6.0~ 

7.4タb of total organic C. Those values were extrem巴ly high, and they expr巴ssed no certain 

trend of decreasing according to the proヌress of composting process. Thos記 facts are very 

interesting and they seemed to be one of the characteristics of the hog excretion compost. 

The author is of the opinion that the water soluble C concentration would not b己 an

adequate index of maturity of compost 

The remarkably incre旦sed CEC of HS-H Cr at the beginning of comp ヲsting process that 

reached to 64 me川00g suggested very high CEC of th巴 hog excretion. The CEC gradually 

increased according to the progress of composting process and it reach巴d to 86 rτle月OOg at 

the final stage (HS-H-C4). The narrow rang巴 of CEC 丑uctuation in composting proc巴ss sugｭ

gested that the incr巴ase of CEC would be a rath日r inad巴quat巴 ind巴x for the maturity of 

compost. 

The remarkably high P205, K20 , CaO and MgO concentrations of HS-H-Cl~C4 wer記 the

effect of hog 己xcretion. Though the following comp且rison is not ex旦ct as the hog excretion 

in this cas巴 was a mixture of hardwood sawdust, but the mineral compositions of HS-H-Cr~ 

C4 suggested that the high巴r P20 5, K20 丘nd 恥190 concentrations and lower C且o concentration 

of hog excreti口n in comparison with those of chicken droppings described in Part 12). 

The most part of 九;05 ， i. e. 80-~90%， is inorganic in form and it seemed to be 2.596 acetic 

acid soluble C乱 and Mg-phosphate. The relativelyア hi lSh 品![gO concentration and accordingly 

very low CaO : MgO ratio of hog eXCf巴tion were worthy of note. 

Their reaction was almost neutral, i. e. 6.70r~7.35. 

5. Nitrogen form (R倒ult and discussion 2) 

Th巴ロitrogen forms of the sel巴cted samples were stated in Table 2. 

lnorganic N concentrations of the fresh hardwood sawdust were only 4.4 ppm in NHrN 

and 2.2 ppm in N03-N, and they correspond to 0.2タb and 0.1タb of total N, respecti v巴ly.

The active mineralization of organic N occurred in the composting process. The range 

NH4N was 1 ，400~~2 ， 100 ppm and that of N03-N was 190~~1， 240 ppm, and they correspond to 

4.6~.7.0タ6 and O. 7 ~.~3.6タb of total N, respectiv巴ly. lt is noticeable that the NH,-N concentratioll 

was high巴r than N03--N in every st乱ge of composting process. The fact that active ammoniｭ

五cation continued until the final stage of composting process is in striking contrast in comｭ

parison with that of chicken droppings compost d巴scribed in Part 12) 

The followin~ facts weτe observed on the organic N composition, such as the rate of 

every organic N fraction to the total N : 

1、he hydrolyzable-N was almost the same level, and it kept about 803ぢ in every stage of 

composting pτocess. The amino acid-N w出 3796 at the b巴gin立ing of composting process but 

it gradually decreased into 2496 in its 五nal stage. Its d巴cr巴ase was more distinguished in 

the 巴arly stag巴 than in th巴 late one of composting process. Ammonia-amide-N rapidly increased 

after piling and it reached to max吋 i. e. 39タム乱t the s巴cond turin宮島 Th巴n it decreased afte子

W乱rd to 31% at the 五nal stage. Amino sugar--N is very low , i. e. 1.5~2.7% ， and unidentified-N 

k巴pt to 17~~24% during the composting proc巴ss ， but no certain trend of their 丑uctuatìon was 

recognized. 
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Comparing the organic N composition of hog excretion compost with that of the chicken 

droppings compost described in Part 12) , th日 higher levels of hydrolyzable-N and ammonia“ 

amide-N and the gradual dεcrease of amino-acid N were in striking contrast. 

6. Humu呂 forms (Result a.nd discussﾎon 3) 

The humus composition and optical prop巴rty of humic acid of the selected samples were 

stated in Tabl巴 3 and Fig. 1. The absorption spectrum of humic acid was expressed in Fig. 

2 and the c1assification of humic acid in Fig. 3. 

6-1 Hardwood sawdust 

Its humic acid, fulvic acid and extractable humus were very low, and they were only 

2 圃5% ， 5.8% and 8_3%, respectively. Its Ch!Cj ratio was v巴ry low, i園巴. only 0.43. 

Its humic acid belonged to Rr type. It expressed high ,j log K1 (log K盛田一 log Ksoo) and 

,j log K2 (log K650 -log K S50 ) , i. e. 1.00 and 0.72, resp巴ctively. Th巴 larger value of t1 log K1 than 

that of t1 log K2 was unique. No distinct peak of absorption band or shoulder were recognized 

on the absorption spectrum of humic acid. Besides, its Rf valu巴 is 巴xtremely low, i. e. 0.067酌

Summarizing thos巴 data ， they told of the 巴xtremely immature stage of humifying process. 

6-2 Hardwood sawdust-hog excretion comp骨st

The following facts were observed on the humus composition in its compostﾎng process : 

Th巴 remarl王able incr聞記 of humic acid, fulvic acid and extractable humus in the b巴gin同

ning of composting process (HS-H-C1) comparing with those of the fresh hardwood sawdust 

was recognized. Among them the increase of humic acid was striking, i. e. from 2.5% to 17.2 

形， and subsequently ChlC j ratio of HS-H-C1 was remarkably increased, i. e. from 0.43 to 1.50. 

The humic acid gradually incre丘sed according to the progress of composting process, i. e. 

from 17.2 to 21.6% , but the fluctuation of fulvic acid was vague. Subsequently Ch!Cj ratio 

gradually increased, i. e. from 1.50 to 1. 96骨

Every humic acid belong己d to Rf type. It expressed no distinct peak of 呂bsorption band 

or shoulder. The t1 log K1 in every stage of composting process slightly incr聞記d compar巴d

with that of fresh sawdust but no clear fluctuation was recognized during the composting 

process. However, Lllog K2 increased at the beginning of composting process compared with 

that of the fresh sawdust, and it gradually increased, i. e. from 0.90 to 0.94, according to the 

progress of composting proc日ss. Rf values remarkably increased at the beginning of compost 

ing process compared with that of the fresh sawdust, and it gradually incr聞記d 旦fterwards，

i. e. from 0.092 at the beginning to 0.108 finally. 

Summ呂rizing those data, high Ll log K1 and Ll log K2' and low Rf valu巴s told tha t the 

humifying process of hardwood sawdust-hog excretion compost gradually proceeded in its 

composting process but it r巴mained still a t th邑 immatur白巴 stage even in i ts final stage. 


